
口腔内細菌叢の環境改善から
全身の健康への挑戦

～ Save Your Future Life ～
口腔内という生体内部への入口の細菌環境を整えることで

腸内環境の改善にアプローチし
一生涯に渡って「健康な心身」を獲得する基盤を手にいれていただく

全く新しい予防医療の仕組み

トータルヘルスプログラム

TOTAL HEALTH PROGRAM

T H P



本プログラムは

世界中の英知を結集し

多くの研究者

優れた臨床家との

共同開発として完成しました

根本的な疾患の原因にアプローチ

繰り返しの治療を極力低減

「口腔内細菌叢の改善から全身の健康へ」



【ご存じでしたか？】歯の病気は人から感染し
血中に入って “死の病” を引き起こします

拡大すると！？

更に拡大すると！！

２．歯周病菌が引き起こす２つの大きなリスク

スピロヘータ

皆さんはなぜ、むし歯になったり、歯ぐきから血がでたり、また
歯がグラグラになったり、抜けるような状態になるのでしょうか？
お口の中、歯の表面に、左の図のような歯の汚れのようなものが付
着していることを多くの方がご存じかと思います。一般的に「歯垢
（プラーク）」と呼ばれるものですが、実はこれは単なる食べかす
などの塊ではありません。この歯垢を高精度の顕微鏡で拡大して観
察すると、この歯垢は実は、「細菌の巣」であることが見て取れま
す。むし歯、歯周病という代表的な歯の病気は、実はこのプラーク
に潜む細菌によって引き起こされているものです。細菌が存在しな
い状態では、むし歯や歯周病は発生しないのです。では、これらの
細菌が生まれた時からお口の中にいるのか、というと実はそうでは
ありません。生まれたばかりの赤ちゃんにはこれらの細菌はいない
のです。実は、これらの細菌は、お箸の使い回し、ハブラシの接
触、キスなどの性交渉などを通じて、他者から感染させられたもの
なのです。共に生活する人が歯周病などに感染している場合、その
他の健康な家族や友人にもリスクが生じてしまうのです。

歯垢（プラーク）

■日本人の８０％が感染している歯周病
口腔細菌感染症の代表格である「歯
周病（歯槽膿漏）」は日本人が歯を失
う理由として最も確率が高い病気で
す。
皆さんはこの歯周病が引き起こすリス
クについてはご存じでしょうか？この
リスクを知ることが、実は健康な生活
を送る上での必須条件であるともいえ
ます。歯周病のリスク、それは
１） 歯を支える土台となる歯ぐきの
骨を溶かす →結果的に、歯が抜ける
２）心臓病、糖尿病、誤嚥性肺炎、血
管障害、早産など、死に直結するよう
な全身疾患を引き起こす
の２つです。
歯周病は、「食べる」という人間の生命に関
わる活動を困難にし、且つ、死に直結する病
気を引き起こす、まさに「死の病」と言われて
いる恐ろしい病気なのです。

歯周病菌です

な歯周組織
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１．歯の病気は人からうつる細菌感染症です



歯周病に関連する重大な全身疾患

３．歯垢（プラーク、デンタルバイオフィルム）は全身疾患のスタート地点
■歯垢とは、歯周病菌が自らを守る“バリア（防護壁）”
お口の中には、歯の表面だけでなく、歯周ポケット

と呼ばれる歯と歯ぐきの間、舌、口蓋（上顎、下
顎）、頬の粘膜など、更には鼻孔や咽頭（のど）を含
めて、約７００種類を超える細菌がそれぞれ独自の生
態系を築いて潜んでいると言われています。これらの
細菌は、互いにより住みやすい環境を作るために、一
定数の集団となって塊と化す習性があります。その塊
こそが、歯石（プラーク、デンタルバイオフィルム）
と呼ばれるものに他なりません。そして、歯周ポケッ
トに入り込んだデンタルバイオフィルムは、実は、毒
素や細胞組織を破壊する酵素を出し続けます。これら
の毒素や酵素は、歯肉の炎症を引き起こし、ひいては
潰瘍を作り、細胞同士の結びつきを破壊します。これ
らの細菌は、このような破壊行為を続け、歯肉内縁上
皮細胞という組織にも侵入できるお口の環境破壊者に
なっていくのです。デンタルバイオフィルムに潜む歯
周病菌はこのように細胞から侵入するだけでなく、出
血を引き起こした歯肉の血管を通じて全身へ、また
誤って肺に飲み込まれただ液などから臓器に入り、そ
の中でバイオフィルムを形成することから、更なる病
気を引き起こすと考えられています。

４．歯周病菌に関連する全身疾患の種類とトラブル

お口の中のバイオフィルムに潜む細菌は、だ液
に混入し、誤嚥によって下気道に流れ込んで呼吸
器感染症を引き起こします。さらに、歯ぐきの出
血などからも頻繁に血液中に入り込み、血中で歯
周病菌が増加すれば敗血症になります。また、障
害のある心臓弁膜でバイオフィルムを作ってしま
うと、細菌性心内膜炎という病気をも引き起こし
ます。また、血管内にてそれが起きれば、動脈内
膜プラーク形成にも関連してきます。その他、左
記に記載されている通り、全身におけるあらゆる
危険な病気、妊婦の方にはお腹の赤ちゃんにまで
大きな影響を与える重大なリスクを背負う事に繋
がるのです。お口の健康は、全身の健康の入り口
でもあるといえます。

■歯周病菌は全身を駆け巡りバイオフィルムを作る

【ご存じでしたか？】出血を伴う歯科治療（歯石除去を含む）に関し
ては、抜歯等により口腔内常在菌が血中に移行し、菌血症になる可能
性があるので治療後3日間は、献血すら行なうことができません。そ
れほどまでに口腔内細菌は医学的知見から全身にリスクを伴うと考え
られています。詳しくは日本赤十字社のHPをご覧ください。
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歯周病が引き起こす重大な全身疾患の一例
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口腔内の健康は全身のアンチエイジングに寄与します

元気で長生きするエイジングケアには歯の健康！
お口の働きを生かすことはアンチエイジング！

咀嚼という働きを活かすと現れる効果

噛むことで拘束ストレスによる脳内の活性酸素による酸化ストレスを減らす作用が示された。

認知症患者のなかでもアルツハイマー型患
者の割合は，増加しており，その原因の
一つとしてとして, 脳内での神経伝達物質
の遊離能の減少が，考えられています．
( F. Amenta, et al Mech. Ageing Dev. 
61. 1991. 249‒273. )

【 咀嚼不全と神経伝達物質への影響 】

l アセチルコリン
( M.Onozuka. et  al. Behavioural Brain

Research 2002 133 197-204)
l ドパミン
(S.Kushda.et al. Neuroscience Letters

2008  439 208-211)

記憶・学習に関係する海馬
口腔（咀嚼）機能の脳（海馬）への影響
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５．健康な歯で噛める様になることは究極のアンチエイジングとなります。

ガムを噛むとストレス解消になる
姿勢が良くなる
肩こりが治る
視力が良くなる
免疫力が向上する
全身の病気が治る
神経の病気（認知症）の予防



分析機器

高 濃 度 カ リ ウ ム ( h i g h K + )

プローブの位置確認

12 週齢においてラットの脳の海馬にプローブ固定
し，高濃度カリウム (high K+) にて刺激した時の海馬の
ドパミン遊離量を測定した．測定後，脳を摘出し固定を
行い，前頭断切片を作製しプローブの位置の確認を行っ
た．

【 人生の幸福は歯の健康から 】
女優、故森光子のお話です。健康の秘密は丈夫な“歯”にあった。生前、ある公演前に４年ぶりに
共演する黒柳徹子が、森の健康の秘訣をこう明かしていた。「朝、夕に７５回ずつスクワットを
したり、自転車漕ぎをしたり。それから結構、肉を良く召し上がるんですよね」 すると森は、
「肉は５０－６０グラムですけどね。それから卵、卵！ １日２、３個食べるのよ」とスタミナ
源を披露。舞台関係者によると森の好みの肉は、ある程度、噛み応えのあるロースだという。
咀嚼できるのか、失礼ながら森に直接聞いてみると、「２１本、自分の歯よ。もう少しで定期
検診なの。歯間ブラシで睡眠時間が削られてるの」と笑顔で答えてくれた。口元には、きれいに
並んだ白い歯がキラリと輝いていた。

咀嚼効率が向上すると海馬におけるドパミン遊離量が増加する

咀嚼効率を高める事はアンチエイジングの基礎となる
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口腔内の健康は全身のアンチエイジングに寄与します

マイクロダイアリシス法による神経伝達物質の測定



【THP：トータルヘルスプログラム】
歯周病リスクを極限まで低減し、管理することで

全身の健康を守る先進歯科医療システム

６．口腔内におけるデンタルバイオフィルムを徹底的に取り除き、管理するTHP

＜＜重要なこと＞＞
「口腔内に存在する歯周病菌が潜むプラーク」を徹底的に除去し、
歯周病菌をはじめとする悪玉細菌が増殖しにくい口腔内環境に整え
ることが腸内環境の改善へのアプローチとなり、一生涯に渡り「健
康な口腔内」「健康な心身」を獲得する基盤を確立することです。

残念ながら、現在の医療保険制度では、施術回数や時間の制限、利用できる薬剤や器具の制限
など、様々な制約から、一時的な歯周病の症状の緩和は期待できるものの、根本的な改善は望
めないのが現状です。しかし、だからといって、一生涯、自分の歯を保ち続けるために理想的
な施術を受けることを諦めてしまっては、大切な自分自身の人生をより楽しみ、高めることは
できません。

『THP：トータルヘルスプログラム』は、
歯の健康大国と言われる北欧フィンランドの予防管理手法を現地にて徹底的に調査・分析し、

それを日本人が適応できる方法でシステム化しました。

＜＜熟練した技術を持つ歯科衛生士が徹底的にプラーク、バイオフィルムを除去＞＞

＜＜専用の飲み薬を用いて、口腔内細菌や全身に入り込んだ歯周病菌を徹底除菌＞＞

＜＜専用のサプリメントを用いて、腸内環境改善へ直接アプローチ＞＞

プラーク・バイオフィルムを徹底的に取り除き、組織再生を促すとされている中鎖ポリ
リン酸配合の口腔機能水の効果で口腔内細菌を徹底的に除菌。安全・安心な口腔内衛生
環境を構築します。

歯周内科的アプローチにより、ジスロマックを用いた治療を症状に応じて行ないま
す。血中に入り込んだ歯周病菌は全身疾患の根本的な原因になる危険があると言われ
ており体内に潜む歯周病菌を抗生剤により対処します。

専用飲み薬 抗生物質：ジスロマック

専用サプリメントTHS：トータルヘルスサポート
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THSは、腸内細菌を介さずに直接生体に働きかけることがで
きる乳酸菌代謝産物（栄養素）であるため、人それぞれが不
足していて、個の生体に有用な微生物を増殖させる働きが期
待できます。胃酸などの影響を受けずに、しっかりと体内に
吸収させる新しい乳酸菌活用の方法です。

口腔機能水を使用したイリゲーションと全顎SRP



７．THP：トータルヘルスプログラムの施術意義
■なぜ、THPが必要とされるのか？
世界的な情勢不安の中、我が国日本においても年々、医療保障、いわゆる国民皆保険制度（健康保険制

度）における国からの支援、つまり、医療分野における保険適用範囲の縮小傾向が特に歯科の分野では顕著
に見られます。そのため、過去には保険診療により必要最小限実施ができてきた予防メインテナンスについ
ても、実状満足ができる処置ができない状況へと移行されました。本来、歯科の治療（むし歯治療、歯周病
治療）には多大な費用がかかります。しかし、保険適用という恩恵を受けることにより安価に治療を受けら
れた結果、「むし歯になっても、そのときに考えればいい、痛くなったら歯科に行けばいい」という風潮が
日本では一般的になってしまいました。一生涯に使う医療費について考えた場合、治療を前提に医療を利用
するのではなく、「健康を守る」という「予防」に取り組むことにより、大幅に医療費を削減できることは
世界的には当たり前のように知られているのですが、日本ではその考え方が定着していないことが非常に残
念なことです。今後、国の政策としても保険診療分野は更に縮小されることが予想され、これまで安価に受
けられた治療も、非常に高額で手が出せないという状況に陥ることも懸念されます。長寿高齢化が進む我が
国では、いち早くセルフメディケーション、つまり、「予防メインテナンス」という習慣を取り入れ、生涯
の健康を守る必要があります。まずそのために、現在抱えているハイリスクな口腔環境をリセット（解消）
し、予防メインテナンスが有効に機能する状況を作り出す必要があるのです。そして、それを可能にする最
善の方法こそが、「THP（Total Health Program）」なのです。

【パノラマレントゲンまたは、X線撮影デンタル１２枚】
歯周病は歯を支える骨を溶かす病気です。レントゲンを用いて、歯を支える骨がどのくらい歯周病により溶かさ
れているかを確認し、重点的に治療が必要な場所などを特定します。

【位相差顕微鏡検査】
細菌を特定することができる高精度の顕微鏡を用いて、お口の中の歯周病菌の種類の確認、歯周病菌の量の確認
などを行います。また治療終了後、お口の中の細菌が除菌されていることを確認します。

【ガスクロマトグラフ検査】
口臭には、大きく分けて３つの原因があります。① 歯周病（ポケット）②舌苔 ③消化器官（内臓）。
この検査は、口臭がどの原因から発生しているかを突き止め、適切な口臭治療を提案するために行ないます。

【サリバテスト（だ液検査）】
この検査は「むし歯になる根本的な原因」を突き止め、現在どの程度むし歯が発生するリスクがあるかを確認す
るための検査です。この検査で現状を把握し、管理することでむし歯を発生させず、今後治療を必要としないお

口づくりの対策を立てます。

【⼝腔内写真撮影】
歯ぐきの下がり具合や健康状態を視覚的に把握し、改善が必要な部位を的確に把握するとともに、患者様との現在
の改善状態に関する理解促進を図るための資料です。

ご自分のお口を目視することで、ホームケアで注意すべき箇所なども把握できます。

【⻭周精密検査】
歯周病の進行度合いの指標となる、「歯周ポケットの深さ」、「出血がある部位」、「プラークの付着度合い」、
「歯の動揺度合い」などを検査し、どのような歯周治療が最適かを精査します。

この数値を定期的にチェックすることにより、生涯、歯周病のない口腔状況への維持管理を行ないます。

【⾎糖値測定】
全身の健康状態を把握するために、血中の血糖値濃度を測定します。糖尿病など治療に影響がある症状がでてい
ないかを把握し、ひとりひとりにあった最善最良の治療計画を検討します。
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８．THPによる基本検査（リスクの把握）

【THP：トータルヘルスプログラム】
歯周病リスクを極限まで低減し、管理することで

全身の健康を守る先進歯科医療システム



９．THPによる根本的歯周治療の流れと具体的な内容
■基本検査終了後、治療内容についてご説明致します。
【治療開始１日目：例】

① 血糖値測定

② プラークチェック(染め出し)

③ ブラッシング指導

④全顎イリゲーション
（THP water 使用）

⑤ 歯周組織検査

⑥ PMTC(機械的歯面清掃)

⑦ フッ素塗布

⑧ スターターキットの使用説明

⑨ Dr 視診・3DS用型取り

⑩ 全顎SRP 除菌プログラム

⑪ 再評価＆メインテナンス説明

【⑩全顎SRP 除菌プログラム（THPWaterを用いた
超音波ｽｹｰﾘﾝｸﾞおよびSRP）】

【⑥PMTC（機械的歯面清掃）】

【④全顎イリゲーション(THP water使用)】

全ての治療を開始する前に、口腔内・歯周

ポケット内に潜む歯周病菌をTHPWaterを
用いて除菌を行ないます。

THPWaterを用いて殺菌を行ないながら、歯面についたプラークや歯石の除去、歯

周ポケット深くに入り込んだ歯石やプラークを除去します。高い技術力を誇る国家

資格を持つ歯科衛生士が拡大鏡を用いて実施するため高い精度が期待できます。

むし歯菌に効果を発揮する薬剤を用いた

殺菌・抗菌処理を、プロによる施術、お
よびご家庭でのケアにて実施頂きます。

これにより、むし歯菌の除菌に高い効果

を発揮します。

歯の表面に付着している歯周病菌の巣である「バイオフィルム」を
専用のカップ（チップ）を装着した回転式歯科機器を用いて徹底的
に取り除いていきます。歯の表面の着色除去にも効果があり、歯が
見違えるほど綺麗に蘇ります。歯周病菌のリスクを食い止めるため
にはなくてはならない処置です。

（１回使用されたチップは全て使い捨てです）

【⑨Dr視診・3DS用型取り（3DSトレイ）】

【⑧スターターキットの使用説明（舌クリーナー）】

【⑪再評価＆メインテナンス説明（レントゲン診断）】

歯科用高級トリートメント剤（リフレッシュスター）
を用いて、歯の表面を保護し、見違えるようなツルツ
ルの歯面を創り上げます。プラークがつきにくい、健
康な歯面にすることで、歯周病菌の再発予防につなが
ります。

処置後、レントゲンにより歯槽骨（歯を支える骨）の状
態や歯の状態を再度確認し、お口のリスクが管理された
状態で、最終的に必要なむし歯治療の箇所を特定します。

舌についた汚れ（舌苔）は口臭の原因であるとともに、歯周病を再
発させる歯周病菌が溜りやすい場所です。THPでは、舌苔に対して
の処理も的確に行ない、今後歯周病が再発しにくい、安全な口腔環
境を造るために、徹底的に舌のケアも実施します。

【THP：トータルヘルスプログラム】
歯周病リスクを極限まで低減し、管理することで

全身の健康を守る先進歯科医療システム

【⑪再評価＆メインテナンス説明（エナメルケア）】
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10．THP治療期間中にご家庭で行なって頂くこと

① ジスロマックの服用（口腔内の菌の種類により必要のない場合もあります

④ THPWater（中鎖ポリリン酸配合）による歯周病菌の再感染抑制

全身に入り込んだ歯周病菌を血中から殺菌する抗生剤
です。
体内の歯周病菌を取り除くことで、歯周病の症状を緩
和すると共に、歯周病菌による全身疾患のリスクを軽
減します。
１日１回 ２錠を３日間連続で服用してください。

歯周病の処置のために、歯および隣接する歯周組織に薬剤を塗
布するための、上歯列・下歯列の歯にフィットするトレイをご
提供します。このトレイは、歯および歯周組織に適合するよう
に、弾性物質で作成されています。特殊な製法のトレイですの
で、患者様の歯に隣接する歯肉にできているポケットに入るよ
うに設計されています。ご家庭ではホームケア用の薬剤を用い
て、１日１回を１５分、および週に１回は６時間程度、夜寝て
いる間に装着することが望まれます。

血液中の白血球が、ウイルスの体内への侵入に対し、殺菌す
るために作り出している成分「次亜塩素酸」の力で、口腔内
に潜む歯周病菌を安全に殺菌することができる口腔機能殺菌
水です。次亜塩素酸はもともと、身体の中にある成分ですの
で非常に安全です。ご家庭でも気持ちよくお使いいただける
濃度（THP処置では専門家の管理のもとで高濃度のものを利
用）にてご提供しますので、是非ご家族でもお試しくださ
い。

③ 3DSトレイ（歯冠・歯根用薬剤搬送トレイを用いた3DS)

虫歯菌と歯周病菌を減らすための治療法です。歯ブ
ラシにTHP3DSペーストを適量つけていただき、歯
と歯ぐきの境目を丁寧に磨いてください。
＊THP受診前に使用されていた歯ブラシは細菌の付
着があるため必ず新しい歯ブラシを利用してくださ
い

② THP3DSペーストによるブラッシング

＊中鎖ポリリン酸配合『THP Water』については、【THP:トータルヘルスプログラム】特徴②で詳し
くご説明しております。
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【THP：トータルヘルスプログラム】
治療中にご家庭でも細菌をしっかり殺菌
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【THP：トータルヘルスプログラム】 特徴①
充実した検査内容

11．検査を行うことで、治療前・治療後を比較し効果を実感！

【パノラマレントゲンまたはX線撮影デンタル１２枚】

【位相差顕微鏡検査】

【ガスクロマトグラフ検査】

【サリバテスト（だ液検査）】

【⼝腔内写真撮影】

【⻭周精密検査】

【⾎糖値測定】

①お口の中の細菌チェック（唾液を採取します）
②菌の種類・量の把握
カンピロバクターレクタス、トレポネーマデンティコーラ、

③術前・術後で状態の確認

術前

術後

①骨の状態や、歯の根の状態、歯髄の有無など
様々な状態を確認する
②術前・術後で状態の確認

①オーラルクロマを使用
②呼気を採取し、機械で測定
メチルメルカプタン・ジメチルサルファイド・硫化水素
口腔内や体内、どこからどのようなガスが発生しているか
②術前・術後で状態の確認

①デントカルトを使用
②唾液を採取し、機械で培養
唾液量・ミュータンス菌・ラクトバチラス菌・緩衝能
②術前・術後で状態の確認

①ミラー等を使用し、撮影
歯肉の状態や全体の状態の確認
②術前・術後で状態の確認

①歯周ポケット6点法での測定・出血の有無・プラークチェック・動揺度
②術前・術後で状態の確認

①血糖値が高いと、傷の治癒に影響があるため
測定をしてから施術にはいる
②術前・術後で状態の確認
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【THP：トータルヘルスプログラム】 特徴②
専用サプリメント：THS（トータルヘルスサポート）

12．どんな方でも効果を実感していただきやすい乳酸菌代謝産物

■乳酸菌代謝産物ってなに？
世の中には、サプリメント・医療品をはじめ、様々な健康情報・

ノウハウが溢れています。その一方で「何をしても、ハッキリとし
た効果や実感を得られない」と悩む方が多いものです。そんな中、
薬でもビタミンCなどの単独の栄養素でもない、カラダそのものを
健康に保つ秘訣が、これまでの乳酸菌研究から明らかになってきま
した。それが「バオジェニクス（乳酸菌代謝産物の摂取）」という
考え方です。
乳酸菌がカラダに良いということは広く知られていますが、実は、

乳酸菌そのものがカラダに良いというわけではなく『乳酸菌が腸内
で作り出す栄養素』が、私たち人間のカラダ全体の健康＝TOTAL 
HEALTHにとって大きな役割を担うという事実に辿り着いたのです。

THSの使用により、口腔内細菌叢の改善から腸内細菌のコントロールまで可能とする
新たなトータルヘルスプログラムへと進化しました。

■ 安心・安全なTHS THSの安全・安心な国産製造工程



中長鎖ポリリン酸を配合した“THP Water”を用いた治療法

《THP Waterの安全性》
THP Waterの主成分は「次亜塩素酸」です。次亜塩素酸は食品添加物
としても認められるほど安全性の高いもので、「財団法人 日本食品
分析センター」実施のもと行なわれた各種毒性試験においても優良な
評価を受けています。

試 験 詳 細 内 容
皮膚一次刺激試験
（ウサギ）

急性経口毒性試験
（雌ラット）

「無刺激性」の範疇に入るものと評価
20㎎/㎏までの投与では異常・死亡例なし。LD５０
（５０％致死量）は20㎎/㎏以上と評価。従来、1,500
㎎／㎏以上が安全とされていたため、
微アルカリ性電解水は一般的に安全とされている基準
と比べ、70倍以上安全性が高い。

THP.  
Water

歯周病菌は、目には見えない細菌であるが故に、単
に「歯垢を落とす」という従来のメンテナンス方法で
は徹底した対処は難しい状態でした。しかし、歯周病
菌の細胞レベルで活性酸素を活用し殺菌・除菌を可能
とする「THP Water」が開発され、これまで対処が
難しかった歯周病菌への根本的な治療アプローチが可
能となりました。
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【THP：トータルヘルスプログラム】 特徴③
THPの効果を更に高める分割ポリリン酸について

13．歯周病菌の血中への侵入を防ぎ、口腔内を除菌するTHP Water

THP Waterが持つ素晴らしい殺菌力
～人の身体に優しく、且つ、歯周病菌を徹底的に除菌する～

【歯周病菌の除菌前後】

14．骨再生促進効果のある分割ポリリン酸
分割ポリリン酸とは何か？
アメリカのアーサー・コーンバーグ博士は、
1959年DNA複製の研究で、ノーベル生理学・
医学賞を受賞。そんな博士が75才の時、DNAの
研究を止め、ある分子の研究に没頭します。そ
れが“ポリリン酸”。実は、若い頃からずっと興
味を持ち、気になっていた成分なのでした。し
かも、同じ研究者であった奥さんが、ポリリン
酸に熱中。すでに自分より先立ってしまった彼
女のため、そして飽くなき研究者としての意欲
が、老境の博士に力を与えました。

柴肇一（しばとしかず）博士 1991年大阪
大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博
士）後、1993年より米国スタンフォード大学
医学部生化学科のアーサー・コーンバーグ教授
（1959年にノーベル医学生理学賞受賞）の研
究室に博士研究員として留学し、日本人初の
生体内ポリリン酸を研究そして私たちの健康に
最も役立つ種類（大きさ）のポリリン酸を発見
し、これを製造する技術の開発に成功しまし
た。
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【Before】 【内容と評価】【After】

■ ⻭周ポケット検査
お⼝全体として、⻭周病の中等
度レベルといえる深さが確認さ
れています。施術後は、ほぼ全
ての⻭で正常値を⽰すようにな
り、⼤幅な⻭周病の症状の改善
が図られています。

■ ⼝腔内写真像&顕微鏡像
⽇頃のブラッシング（⻭磨き）を
丁寧に⾏なわれているため、⾒た
⽬の汚れはほとんど確認されませ
ん。しかし、⼀⽅で⻭ブラシが⾏
き届かない⻭と⻭ぐきの間などの
プロフェッショナルケアの不⾜で
⻭周病の症状が進⾏していました
(Beforeの内容)。

■ ガスクロマトグラフⅡ
全ての要因において、明らか
に⼝臭を感じられるレベルと
測定されました。施術後は、
綺麗に全ての要因が除去さ
れ、⼝腔内のリセットが完了
したことと、内臓由来による
症状についても⾷事指導など
のもと、改善が図られている
ことが分かります。

■ ガスクロマトグラフⅠ
ガスクロマトグラフとは、⼝臭の程度
と、その⼝臭の原因が何に起因してい
るのかを特定するための特殊な検査装
置です。測定される⼝臭の成分により、
硫化⽔素（⾆苔由来）、メチルメルカ
プタン（⻭周ポケット由来）、ジメチ
ルサルファイド（消化器官由来）のい
ずれに該当するかが分かります。

上記の症例は、２８本全ての⾃分⾃⾝の⻭がまだ残っている⽅の例です。⼈間の⻭は、残念ながら⼀度
失ってしまうと、⼆度と⾃⼒では回復しません。そのため、なによりも⼤切なのは、今ある⾃分⾃⾝の
⻭をしっかりと健康な状態に保ち続けることなのです。
しかしながら、多くの⽅は⻭の健康を実際に失ってみるまで、その有難さを実感できません。⾃分では
健康だ、⼤丈夫だと感じていても、⾒えない部分で気づかぬうちに急速に進⾏してしまうのが⻭周病の
恐ろしさです。的確な検査で、⾃分⾃⾝の現状とリスクを把握し、早期回復を図ることが望まれます。

歯周病菌が数多く
見られる

歯周病菌が適切に
コントロール
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【THP：トータルヘルスプログラム】
治療効果について

15．THP（トータルヘルスプログラム）症例～未来の健康を取り戻す口腔内環境のリセット～
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【THP：トータルヘルスプログラム】
THPの受診をご希望の方は必ずお読み下さい

16．THP受診に関する注意事項

注意事項３．THPの受診中は、定められた生活習慣をお守り下さい

注意事項４．THPは全ての処置が連動し適切な効果を出す治療法です

注意事項５．家族感染などご自身以外の方の歯周病菌にご注意下さい
むし歯、歯周病は、細菌が原因となる「口腔感染症」です。すなわち、リスクが人から人へと感染してしまうとい
うことです。ご自身の根本的な歯周治療はもとより、パートナーやお子さま、ご家族全体での治療を行なうこと
で、一生涯にわたっての健康管理が確実に行なわれることになります。主な感染ルートなどは担当の歯科衛生士が
しっかりとお伝えさせていただきますので、ご家庭にて気をつけて頂くべきことなどをしっかりとご理解いただ
き、出来る限り、ご家族全員で治療を受けられることをおすすめします。

THPには、世界中の歯周病治療、予防歯科、アンチエイジングなどの知見を含めた様々な治療メニュー
が含まれています。１つ１つが精査されたプログラムですが、全身のリスクを低減し、歯周病を根本か
ら改善するためには、これらの１つ１つが適切なタイミングで実施され、効果が連動することにより結
果が導き出されます。そのため、ご家庭でのホームトリートメントも重要なTHPの一部です。必ず過不
足なく実施していただき、最善最良の結果が生み出されるよう、ご協力ください。

THPは、当院での歯科衛生士によるプロフェッショナルトリートメントに加え、ご家庭にて実施して頂
くホームトリートメントの処置もございます。ご家庭でのケア方法やお薬の飲み方、歯磨きなどの方法
についても、担当の歯科衛生士が丁寧にお伝えさせていただきます。もし、ご不明な点などございまし
たら、どんな些細なことでも結構ですので、お気兼ねなくお尋ねください。また、食生活をはじめ、日
常生活で心がけて頂きたいことなどもアドバイスさせて頂きます。
生活習慣についてのお悩みなどございましたら、お気軽に担当の歯科衛生士にご相談ください。

歯周病菌は、全身疾患と大きく結びついています。そのため、既に糖尿病をはじめとする全身疾患やア
レルギーなどをお持ちの方は事前に担当の歯科衛生士にお知らせください。処方するお薬や施術内容な
どが変わる場合がございますが、おひとりおひとりにあったプランを症状をお伺いしながら、全ての歯
科衛生士により症状を検討し、治療プランを検討して参ります。

歯周病は、「出来る限り短期間で」かつ、「歯周病菌の血中への侵入を防ぎながら」治療を行なうこと
が改善に大きな効果をもたらします。全身の健康を考えた効果的な施術方法を１つ１つ当院にて検討し、
システムを構築しておりますので、安心して治療に専念してください。患者様にご協力をお願いしたい
ことは、出来る限り「決められた施術日」をしっかりとお守りいただき、設定された治療回数を終える
までしっかりと当院に通って頂きたいということです。もし万一ご都合がつかなくなった場合は、当院
までお早めにご連絡ください。なるべく早いタイミングにて再度ご予約をお取りさせて頂きます。

注意事項１．歯周病治療は可能な限り短期間に行なうことが重要です

注意事項２．糖尿病をはじめとする全身疾患をお持ちの方はお知らせ下さい
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【THP：トータルヘルスプログラム】
THPはあなたの将来の健康を保つための最先端歯科医療です

17．THP受診によって得られるかけがえのない恩恵

注意事項２．糖尿病をはじめとする全身疾患をお持ちの方はお知らせ下さい

メリット１：口腔内リスクの徹底的な軽減と管理
歯周病、虫歯は細菌による感染症のため、歯石を取る処置だけでは根本的な治療効果を得にくい状況で
した。また、近年指摘されている菌血症の問題など、お口だけでなく、お身体全身の健康、それも死に
直結するような病気をもこれらの細菌は引き起こします。
THPは、お口を健康に、そして綺麗な状態へとリニューアルすることはもとより、全身の病気を引き起
こす原因を根本から除去する効果が期待できると共に、詳細な検査データの管理とサポート体制の構築
により、一生、これらのリスクを背負わない健康な身体づくりを支援します。

生まれたばかりの赤ちゃんには、これらの口腔内細菌は存在しません。親御さんをはじめ、外部から感
染してくるのです。まずはご自身がしっかりとこれらの細菌リスクのコントロールを行ない、意識を高
め、生活環境を改善することで、ご家族に恐ろしいリスクを与えることがなくなります。今後、セルフ
メディケーション、すなわち、自らの身体を自らの意志で守ることができるか否かで、一生涯に必要と
なる医療費が大きく変ります。あなただけではなく、あなたの大切なパートナーやご家族を守るため、
またご家族が高い生活の質（QOL）を手に入れるために、リスクのない健康な身体を獲得する価値を
知って下さい。

THPの治療には、歯周病菌などの口腔内細菌を取り除くだけでなく、再発を防止する対策についても十
分に検討がなされています。そのため、THPを受けることにより、のちのちのメンテナンス効果を高
め、プロフェッショナルによる維持管理が確実に継続されることが期待できます。
THPをお受け頂くことにより、歯周病菌の病巣であるプラーク、バイオフィルムがつきにくい歯をつく
ることができます。詳しくは、担当の歯科衛生士までお気軽にお尋ねください。

THPでは、お口の中の目には見えない歯周病菌などの口腔内細菌に「パーフェクトペリオ」という人体
への安全性が立証されており、かつ殺菌力が非常に強いと評価をうけている口腔機能水を用いて除菌を
行ないます。また、血中に入り込んだ歯周病菌については、状況に応じて、「ジスロマック」などの抗
生剤を用いて殺菌を実施します。これにより細菌レベルでのリスク低減、管理が可能となり、歯周病リ
スクが増加しづらいお口の状況へと確実に導いて参ります。現在の日本人の一般的な生活習慣、歯科の
活用方法では当院で実施している世界水準での予防管理体制が根付いておらず、ほとんどの日本人が多
くの歯を失い不自由な生活を強いられています。当院ではこれまでの日本人の健康を一新する最先端の
予防プログラムを確立し、本来可能な健康の維持を実現します。

一度リスクを低減されたうえで、しっかりとメンテナンスを継続してお受け頂くことで、非常に特殊な
ケースを除いて、むし歯の再発や歯周病の再発の不安や恐怖を抱えることがなくなります。これは、一生
涯、自分自身の歯で生き続ける、生活を維持し続けることができるということを意味します。そのため、
これまではむし歯の不安などで実施を踏みとどまっていた、審美的な処置、つまり、お口の美容やアンチ
エイジングなどを考慮した１ランク上の治療についても、安心してお受け頂けるようになります。
一生涯の健康を守るパートナーが当院の歯科衛生士です。どのようなことでも、人生の健康を守るサポー
ターとしてお気軽にご相談ください。

メリット２：家族への健康リスクの低減

メリット３：プラークの付着しにくい口腔環境づくり

メリット４：細菌レベルでのリスクコントロール

メリット５：一生涯自分の歯で生きるチャンスの獲得
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“大切”なあなたに知っていただきたい
“大切”な事実

18．一生涯、自分の歯を健康に残し続けることは可能です

人間の歯の本数は２８本あります。そ
して、食事を美味しく楽しむために、
最低限必要とされている歯の本数、そ
れは「２０本」だと言われています。
右の表をご覧下さい。これは、日本
人の各年齢における残存歯（自分自
身の歯が残っている本数）を示して
います。
とても残念なことに、日本人では、平均して６０歳頃には既にこの２０本の数まで減少
してしまい、そこから急激に悪化していきます。つまり、ほとんどの人が、６０歳を過
ぎると、入れ歯やブリッジなど不便な人工歯に頼らなければならない状況になっている
ということを示しています。

あなたはいつまで美味しく
食事を楽しみたいですか？

歯の健康管理について、日本はとても遅れています・・・
下の表をご覧下さい。これは、世界の国々のお口のメンテナンスに関する取り組み
と、８０歳の時点で残っている自分の歯の本数を比較したものです。
ご覧の通り、海外に目を向けてみると、私たちの国、日本は歯の健康にあまりにも無
頓着となってしまった結果、将来に大きな代償を払っていることが分かります。
今まだあなたが健康なお口の状態にあるのであれば、まさに今、この瞬間から、
お口の健康に対する新しい習慣を手に入れる必要がありそうです。
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アメリカや海外の国々では、
歯並びや歯の綺麗さが、教養
や教養レベルの高さ、生活
水準を表すと一般的に考えら
れているらしいよ☆



このHIPメインテナンスベーシックコースは、THPを終了された患者様専用のメインテナンスプログラムとなります。この
コースの目的は、歯周病菌の再感染予防です。メインテナンス毎に歯科衛生士が細菌レベルでの予防コントロールにつとめ、
抗真菌剤によるクリーニングからスタートし、必要に応じて位相差顕微鏡による細菌検査を行なうとともに、ひとりひとりの
ライフスタイルや口腔内の状態に合わせた予防プログラムを実施してまいります。

① 抗真菌剤によるプロフェッショナルクリーニング （歯ブラシを使用したブラッシング）

③ スケーリング

② 超音波クリーニング（THP water使用）

④ ﾌﾙﾏｳｽPMTC※

⑤ エナメルケア※

※歯面の状態によりPMTCとエナメルケアの割合を調整しながら行ないます。

『HIP メインテナンスベーシック』
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【THP：トータルヘルスプログラム】
口腔内環境を健康に維持し続けるための独自メインテナンス手法

19．世界水準予防管理体制 メインテナンスプログラム

・どちらのコースでも、年に一度検査を実施致します。

＜ 施術内容 ＞

『HAT メインテナンアンチエイジング』

より健康に良い予防メインテナンスを施術させて頂くため、『Dental-K Essential Oil』を用いた抗加齢効果を発揮する
特別なコースです。世界中に数ある天然ハーブのうち口腔内の環境改善に効果のある４種類を厳選し、医療機関ならではの
独自製法で純粋なオイルを抽出し、更に、EPA・DHA・GLA・リノール酸・オレイン酸を加え健康に最適な濃度調整を行
ないました。

もちろん、歯周病菌の除去、フルマウスPMTC、エナメルケアのメインテナンスベーシックの内容はそのままに、さらに、
この優れた Essential Oil を用いて、口腔粘膜へのマニピュレーションケアを行なうことで、粘膜組織の老化を抑制、組織再
生能力を高めることにより、アンチエイジング効果を発揮します。また、口腔内の体積を広げる事により、解剖的に歯周病
になりにくいお口になるよう近赤外線を使用したマッサージも行います。歯槽粘膜、舌、口唇のマニピュレーションケアに
より、口腔粘膜の萎縮、唾液腺の萎縮が抑制され、いつまでも若々しい口元で、食事や会話をお楽しみいただくことが可能
となります。

① 抗真菌剤によるプロフェッショナルクリーニング （歯ブラシを使用したブラッシング）

③ スケーリング

② 超音波クリーニング（THP water使用）

④ ﾌﾙﾏｳｽPMTC※

⑤ エナメルケア※

＜ 施術内容 ＞

※歯面の状態によりPMTCとエナメルケアの割合を調整しながら行ないます。



20．THPをお受け頂いた患者様からのメッセージと結果例
【術前】

【術後】
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【THP：トータルヘルスプログラム】
THPを受診された方からのご感想・メッセージを頂きました



THPオーラルリンス

21．THPホームケアキットのご案内

OSM（オーラルセルフメインテナンスキット）

THS（トータルヘルスサポート） 菌活プレバイオティクス

THPオリジナル歯ブラシ

ご自宅でご自身でメインテナンスを
行っていただけるセットです。口腔
内状態が安定しており、定期的な通
院が困難な方やご自身での管理が可
能と判断された方のみの使用をお勧
め致します。

トータルヘルスサポートは、
腸内細胞を介さずに直接生
体に働きかけることができ
る乳酸菌代謝産物（栄養
素）であるため、人それぞ
れが不足している栄養素を
しっかりと体内に吸収させ
てくれます。

THPの施術でも使用する
舌クリーナーです。
口腔ケアは歯磨きだけで
はなく口臭の原因とも言
われる舌のクリーニング
が大変重要です。お口の
トータルケアに加えてい
ただきたいアイテムです。

当院スタッフも愛用する、
歯周病予防に効果的なハブ
ラシです。
大きさや柔らかさをお選び
いただけますので、ご自身
のブラッシングの状態に応
じたものを歯科衛生士がア
ドバイス致します。

プロバイオティクス（善玉
菌）を増やし、さらに活発に
働いてもらうための栄養源、
餌になるものです。食物繊維
のグァーガム、善玉菌の餌と
なるイソマルトオリゴ糖、ビ
フィズス菌で主に構成されて
います。この機会に是非お試
しください。
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オリジナル舌クリーナー

リフレッシュスター

ポリリン酸を配合した、発
泡剤・研磨剤無配合の歯磨
きペーストです。
むし歯や歯周病の予防から
歯石の沈着を防ぎ、歯の表
面のエナメル質を美しく保
ちます。

有効成分LYZOX配合の
オーラルジェルです。口
腔内の環境を安定させ、
抗菌・抗炎症・バイオ
フィルムの破壊を助ける
天然成分で安心してご使
用いただけます。

リゾホーム

【THP：トータルヘルスプログラム】
ご家庭でも細菌をしっかり殺菌 ホームプロテクトキット

オーラルリンスは、ホーム
ケア用の口腔機能水です。

１本 500ml



近年では、歯周病菌だけでなく、虫歯菌についても上記の
ような全身疾患に影響を与えることが明らかになってきま
した。
身体の健康は、命の入り口、歯の健康から。
当院ではお口のリスクをリセットし、予防管理の上で的確
なリスクコントロールを行なう体制を整えております。こ
れこそがTHPです。より詳しくは当院スタッフまでお気軽
にお尋ねください。
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“An ounce of prevention is 
worth a pound of Cure”

予防の1オンスは治療の１ポンドの価値がある

病気にかかって治療を受けるよりも
病気にかからないように予防する方がより
良いということ。

Benjamin Franklin

共に、
あなたにとっての新しい健康のステージを開拓します。

一生涯、自分らしく健康に生きる。
そして、自分の人生を最大限幸せなもの
にしたいと心から願う人々を応援します。

～ Save Your Future Life, 
And Walk Together Your Happiness Life～

最後に
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TOTAL HEALTH PROGRAM  作成時参考⽂献

1．Effect of chewing gums containing the probio6c bacterium
Lactobacillus reuteri on oral malodour

2.Effect of the probiotic Lactobacillireuteri (Prodentis) in the management
of periodontal disease: a preliminaryrandomized clinical trial

3.A probiotic lozenge administered medical device and its effect on salivary 
mutans streptococci and lactobacilli

4.Effect of chewing gums containing xylitol or probio6c bacteria on salivary 
mutans streptococci and lactobacilli

5.Decreased gum bleeding and reduced gingivi6s by the probio6c
Lactobacillus reuteri



TOTAL HEALTH PROGRAM  作成時参考⽂献
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施術医院

運営
湘南メディカルパートナー株式会社

Dr T’s SHOP
【患者様用商品購入サイト】

THP network
【THP専用サイト】


